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価値創造産業の
トップマネジメントへの路、
経営デザイン専攻。
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近年、欧米を含めた各国は、製品・サービス提供のための革

新的『モノづくり』技術こそが国の競争力の基盤であるとし

て、改めてその強化に取り組み始めています。これまで日本

企業が培ってきたモノづくり技術の重要性が改めて認識され

たと同時に、そのさらなる強化が求められているといえます。

日本企業数百社を対象として毎年行われている「当面する経

営課題に関する調査（日本能率協会）」の結果からも、「グロー

バル化の進展や社会的責任が増す中で、有効な研究・開発を行

い、新製品・新サービスを着実に産み出すこと。さらに、商

品化・事業化を成功させ、生産・供給のバリューネットワー

クが効率的に機能するように、柔軟にマネジメントシステム

を構築・運営すること」が求められており、そのための事業

創造・改革を推進できる構想力・構築力を有した人材の育成

が必要とされていることが分かります。

このように、モノづくり技術に基礎をおいた価値創造事業マ

ネジメントを担うことのできる技術者を養成する、実践的な

教育の必要性は増すばかりです。

本学では、1935 年に工業経営分科を設立し、それを引き継

いだ経営システム工学科・専攻が、我が国における経営管理

技術の学術的発展・人材育成の一翼を、長年にわたって担っ

てきました。本専攻は、これを基礎にして、さらに上記の今

日的経営課題に取り組むための価値創造事業マネジメント技

術について、一般学生はもちろん社会人も対象として実践的

な教育・研究を行うために設立されたものです。

創造理工学研究科経営デザイン専攻、それは価値創造産業の

トップマネジメントに通じる新しい路です。

ミッション＆ヴィジョン
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株式会社デンソー　経営役員　
生産革新センター長

山崎 康彦

経 営トップ か らのメッセー ジ

Message

産業界は、リーダを待っている。

イノベーションを牽引する
総合力と実践力を
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グローバルでのボーダーレスな戦いが繰り広げられる中、ビジネス

界の変化のスピードは驚くほど加速されています。多様な変化の中

での即断即決が生死を分ける、厳しくもあり、そして新しいドラマ

も生まれる時代です。その変化の中で、いち早く兆しを捉え、イノ

ベーションを起こしたものがデファクトをつかみ、世界をリード

することができます。そのためには、総合的な視野、物事の本質

を見抜く力、それを支える科学力がますます重要になってきてお

り、経営デザイン専攻の理念は、まさにそれらを鍛えていく実践

的かつ総合的な力を高めるものだと思います。これからも世界に

変化をもたらす人材が輩出されていくことを期待しています。
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　元  第一三共株式会社　取締役専務執行役員

経営デザイン専攻　客員教授

荻田　健

ファーストリテイリンググループ　上席執行役員
コントワー・デ・コトニエ　グローバルCEO
プリンセスタムタム　グローバルCEO

國井 圭浩

早稲田大学を卒業して約 40 年間、主に研究開発部門を歩いてき

ました。その間、IT などのインフラの整備やグローバル化が急速

に進み、我々ができることは桁違いに大きくなりました。

これからの時代、総合力が問われます。学生時代に固有技術に加

え、事業企画・技術の応用／商品化・経営手法などに触れておく

ことの重要性を今さらのように感じます。経営デザイン専攻の理

念・教育内容は社会の要求に合致し、かつ必要欠くべからざるも

のと確信します。
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生産技術・管理

生産・供給を中心とした
事業オペレーション改革のための

計画・運用技術

研究・開発成果の商品化・事業化の
　マネジメント技術

顧客研究研究・開発

事業企画

設計

商品企画
顧客開発

製造準備

試作・評価
販売戦略

世界 No.1 のアパレル SPA（製造小売）を目指し、ユニクロを中
心とした SPA 事業のグローバル戦略を推進しています。
グローバル市場を勝ち抜くには、店舗開発、マーチャンダイジン
グ、デザイン、商品開発、マーケティング、生産、ロジスティク
ス、物流、販売が、高度に連動することが要求され、最先端のマ
ネジメント技術が不可欠です。
経営デザイン専攻は、有力企業とのプロジェクト等を通じて、現
存する経営課題の解決を実践されています。即戦力として通用す
るマネジメント力を身に付けた人材が、ここから世界へと大きく
羽ばたくことを期待しています。

グローバル市場が求める
最先端のマネジメント技術を

事業企画に問われるのは
総合力だ

Department of Business Design and Management
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大学院プログラムの特徴と教育対象者

経営デザイン専攻の教育プログラムは、「研究・開発成果の商品化・

事業化のマネジメント技術」と「生産・供給を中心とした事業オペ

レーション改革のための計画・運用技術」からなる、「モノづくり技

術に基礎をおいた価値創造事業マネジメント」の実践的教育・研究

を、以下の人を対象に行っています。

□□学部で経営工学の基礎を学び、事業経営技術の専門家を目指す学生。

□□学部で固有技術を学び、将来、技術系企業において、製品開発や
生産・供給などを担う技術者を目指す学生。

□□実務の場で、商品化・事業化、あるいは事業オペレーションシス
テムの計画・運営などに関わっている社会人。

理論系に強みのある学術分野でキャリアアップした教員に、企業経

験者で実務経験豊富な教員が加わったチームによる教育・研究指導

体制を構成し、価値創造事業マネジメントについて、PBL（Project 

Based Learning）形式を中心に据えたカリキュラムのもとで、以下

の目的を持って実践的な教育・研究を行っています。

□□事業創造・事業改革に焦点をあてたカリキュラムによる、専門知
識・技能の向上。

□□演習・ケースに重点を置いた、問題発見・課題解決能力の向上。

□□ビジネスを疑似体験する研究課題による、実践力の養成。

□□グループワーク課題による、チームマネジメントとリーダーシッ
プの涵養。

本専攻の修士修了者（一般学生）の進路としては、製造業、流通・運

輸産業、健康・医療産業、コンサルティング機関などです。

練り上げた教育システムで、
次代のリーダを育てていく。

授 与 学 位

修士課程での到達目標

博士後期課程での到達目標

経営工学を学んだ学生

固有技術を学んだ学生

社会人

事業経営に必要な
マネジメント技術力の修得

経営センスのあるテクノロジストに必要な
マネジメント基礎力の修得

技術ベースの事業経営リーダーとしての
マネジメント総合力の修得

革新的な経営技術の研究開発を行うことのできる
事業経営技術のスペシャリストとしての能力の修得

修士（経営工学）
博士（経営工学）
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２種類の修士課程履修プログラム

履修領域の構成

経営デザイン専攻では、より実践的な知識・能力を習得することを目

指して、充実した演習科目を数多く設置しています。その結果、一般

的に修士の学位を取得するために必要とされる 30 単位に比べて、39

単位というより多くの科目の履修が必要です。

また、本専攻には、２年間での履修を原則とする一般履修プログラム

と、実務経験５年以上の社会人を対象にして、平日夜間および土曜日

のみで 1.5 年間での修了を可能とする社会人特別履修プログラムの、

２種類の履修プログラムがあります。社会人特別履修プログラムで

は、実務家向きの修士論文テーマ、実務経験に基づく研究指導演習で

の学習量の軽減など、社会人の勉学を容易にするための工夫をして

おり、実質的に 30 単位の学習量での履修が可能です。

経営デザイン専攻のカリキュラムは、４つの専門領域と事業経営領

域の科目から構成されています。専門領域は、モノづくり技術の基本

を「研究・開発成果の商品化・事業化のマネジメント技術」と「生

産・供給を中心とした事業オペレーション改革のための計画・運用技

術」に大別し、それぞれをさらに２領域に分類したものです。
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２種類の修士課程履修プログラム

一般履修プログラム 社会人特別履修プログラム

●社会人（実務経験5年以上）

●1.5年間（平日夜間、土曜）

●実質36単位

●一般学生

●2年間 (1)

●39単位

成果・仕組みの構想力・構築力の涵養

(1)	講義科目、プロジェクト研究演習などは、社会人特別履修プログラムと同様に、平日夜間
	 および土曜日の履修となりますが、研究指導演習などは、平日昼間の履修となります。

事業経営
❺

◎履修領域の構成

マーケット・顧客
開発

製品・サービス
企画・開発

SCM・ロジスティクス
マネジメント

生産マネジメント
（調達・製造・販売）

❶

❸

❷

❹

教育システムと履修領域

研究・開発成果の商品化・事業化のマネジメント技術

❶	マーケット・顧客開発領域
マーケットの分析、顧客ニーズの把握や開発などのニーズ指向の事業化マネ
ジメント技術だけでなく、技術ベースの事業化マネジメント技術、さらに、
今後の技術動向の把握・検討に基づく共同開発、ライセンス利用等の技術ア
ライアンスマネジメントなどの技術を学びます。

❷	製品・サービス企画・開発領域
価値創造企業にとって利益の源泉となる、顧客価値の高い製品とサービスを
融合した商品開発プロセスのマネジメント力を身に付けるため、製品・サー
ビスの企画・開発プロセスマネジメント、利用品質設計、価値・コスト設計、
知財マネジメントなどの技術を学びます。

生産・供給を中心とした
事業オペレーション改革のための計画・運用技術

❸	SCM・ロジスティクスマネジメント領域
グローバルに展開する企業が、どこで何を調達して、どこで作り、どこで販
売するかを計画するバリューネットワーク計画、およびそのロジスティクス
システムのデザインとマネジメント技術などを学びます。

❹	生産マネジメント領域
調達・製造・流通・販売などから構成される生産プロセスの革新のための、ス
ケジューリング、発注・在庫マネジメント、ファシリティプランニング、お
よび環境調和型生産マネジメントなどの技術を学びます。

事業経営

❺	事業経営領域
価値創造事業の経営に必要な基礎知識を、品質、ファイナンス・投資、知財、
リスクなどの観点から学びます。

学生は、自己の進路あるいは担当業務に合わせ、上記５領域のいずれ

かに重点をおいて、履修計画を立てます。各自、主領域と副領域を

選択し、それらの領域の科目を集中的に履修するようにします。同

時に、モノづくり技術に基礎をおいた価値創造マネジメント技術の

全体像を把握できるように、各領域に設けられた必修科目を履修し

ます。
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経営デザイン専攻における科目の構成は、問題発見・解決の実践能力

の向上を目指した「演習科目」と事業マネジメントに関する専門知

識・技能の向上を目指した「講義科目」に大別されます。

演習科目
□プロジェクト研究演習

専門領域に対応して設定された経営課題に対してグループワークを

行う研究課題演習。

□研究指導演習

修士論文研究のために研究室で研究指導を受ける研究演習。

□経営デザイン演習

他研究室の教員と学生のアドバイスを受ける合同ゼミ。

講義科目
□ケース科目

◎技術系経営幹部講話

技術系のバックグラウンドを有した経営幹部が、自身のキャリア

アップの跡をたどりながら、それぞれのレベルでの目標の立て方、課

題への取り組み方などを教授する科目。

◎経営課題対応事例研究科目

技術系経営幹部が、経営課題に取り組んだ具体的な事例を、一定の

プロジェクト研究演習
プロジェクト研究演習は事業経営のマネジメント場面を疑似体験し、

設定した課題に理論・手法を適用することで実践力をつけることを

ねらいとした PBL 型の演習科目です。

演習科目ごとに設けられた研究課題に対し、4 ～ 5 名の学生グルー

プが授業時間外も含めて調査・分析、計画・設計などの研究作業を行

い、授業時間中に研究作業経過報告や結果を発表・討議します。

演習とケース科目で、
実践的な事業経営力を身に付ける。

演習科目1

研究指導演習
主として修士論文研究のために、以下の研究指導を行います。

◎◎修士論文作成過程（テーマ決定から論文執筆・発表）における指導。

◎◎研究室の専門分野の知識・スキル習得の指導。

◎◎研究室での学習指導。

修士論文研究では、自分のテーマに応じた研究作業を行うとともに、

研究室ごとのゼミに加えて全研究室が参加する経営デザイン演習で

の発表・討議を行います。さらに、中間発表、研究計画書の提出、論

文概要および本論の提出、審査会での発表を行う必要があります。

経営デザイン演習
指導教員以外の専攻教員および他研究室所属学生の前での研究発表

です。

研究背景、目的から課題解決、結果とその有用性について、回を追っ

て説明し、他分野からの広いアドバイスを受けます。

）

ケース科目

専門領域
科目

講義科目（18単位）

研
究
指
導
演
習
科
目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
演
習
科
目

経
営
デ
ザ
イ
ン
演
習

（
9
単
位
）

（
12
単
位
）

事業経営

マーケット・顧客開発

製品・サービス企画・開発

SCM・ロジスティクスマネジメント

生産マネジメント

経営課題

報告書

発
表
・
討
議

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

背景・動向調査

調査結果に基づく課題の具体化

解決策を見出すための手法、事例などの調査

解析作業／設計作業

考察とレポート作成

解決すべき経営課題の提示と理解

背景・動向調査報告

具体的な研究課題の発表と討議

研究方針の発表と討議

中間報告（結果のまとめ）と討議

総合発表と評価

科目の構成

フォーマットに従って整理して教授する科目。

□理論科目

マーケット・顧客開発、製品・サービス企画・開発、SCM・ロジス

ティクスマネジメント、生産マネジメントおよび事業経営の５領域

の科目。

※ PBL: Project Based Learning
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講義科目は、ケース科目（2 科目）、理論科目（28 科目）から構成さ

れます。一部の科目を除き 1 単位科目で、1 週 90 分の授業を 8 週

講義科目2

行います。講義科目全体で、18 単位の取得が修士課程の修了要件と

なります。

ケース科目 技術系経営幹部講話 経営課題対応事例研究

企業経営論 知財マネジメントの基礎

事業経営
経営品質マネジメント 組織行動論
ファイナンス・投資戦略論
技術経営論

経営計画分析技法

マーケット・
顧客開発

製品開発マネジメント概論

製品・サービス
企画・開発

製品・サービス企画マネジメント
利用品質設計
価値・コストエンジニアリング
製品開発情報システム
グローバル経営と知財マネジメント

グローバルSCMの基礎と実際

SCM・
ロジスティクス
マネジメント

SCMのデザインと改革
ロジスティクスの実務と情報システム
サプライチェーン・トータルサービスシステム設計
BPRのための分析・評価法

生産システム工学

生産
マネジメント

グローバル生産システム論
ファシリティプランニング
品質マネジメントシステム
環境調和型生産システム

※赤文字は、必修科目です。

◎経営デザイン専攻 講義科目一覧 （2021年度開講予定科目）

カスタマーリレーションシップマネジメント：CRM
マーケティング・デザイン
経営情報分析技法
技術アライアンスマネジメント
先端技術産業分析

科目と教育方法

□ケース科目の履修方法

•	２科目とも必修科目です。

□理論科目の履修方法

•	経営デザイン専攻がカバーする５領域全体を理解するため、それ

ぞれの領域に必修科目を設けています。

•	履修に当たっては、４つの専門領域から主領域を、また主領域以

外の専門領域と事業経営領域の中から副領域を少なくとも各１つ

選び、それぞれの領域を系統的に学習します。

•	主領域については、領域内の科目をすべて履修することを原則と

します。

•	副領域については、領域内の科目のうち少なくとも半数以上を履

修することを原則とします。
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理工学術院　教授
大学にて一貫した実学的理論研究および企業・団体に対
する経営指導・研修指導を行ってきた、実学指向の研究者。

「利益の創り込み」の観点から、コストマネジメント、フィナ
ンシャル･エンジニアリング、消費者行動モデル等の研究
に取り組んでおり、研究対象業界もメーカーから医療、ア
ミューズメントまで多岐にわたっている。専門は、経済性工
学、マーケットモデルなど。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒（’78）、同修士、博士
課程修了（’86）、工学博士（’88：早稲田大学）

◎研究指導／プロフィットエンジニアリング研究
新事業、既存事業の改革を推進するにあたっては、長期・短期にわたる利
益の確保（採算性の検討）が不可欠である。利益の創り込みのための工学、
即ちどのように売上および原価を設計して実行するのか、といったことを
評価するツールの開発が、今後とみに求められることになる。本研究では
こうしたツール開発の研究指導を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
価値・コストエンジニアリング　他

大野 髙裕　教授
TAKAHIRO  OHNO

教員紹介

Department of Business Design and Management

創造理工学研究科
経営デザイン専攻

Faculty Members

◎研究指導／複雑系生産システム研究
様々な不確定性・リスクがある状況下で、産業が安定性・発展性を持続す
るためには、生産活動主体（企業や人々）間の協調が求められる。一方で
活動主体は、他者と競争する必要もある。研究指導においては、活動主体
の多様性、主体間の関係の複雑性、産業全体の持続性を統合的に考慮した
上で、企業戦略・取引関係構築・イノベーション創出・産業レジリエンス
等のデータ解析やモデル構築を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習

理工学術院　准教授
生産工学分野の様々な課題に対して、他分野の理論や手
法を取り入れた領域融合的アプローチで取り組んできた。
海外のビジネススクールでの上級研究員の経験と培った
人的関係を生かし、現在も経営学・経済学の専門家らと幅
広く共同研究をおこなっている。近年は特に、ビッグデータ
解析＋ネットワーク科学というアプローチを主軸にし、産
業レジリエンス、サプライネットワーク構造、イノベーション
創出、企業の製造戦略等の課題に取り組んでいる。
東京大学工学部精密機械工学科卒、同修士、博士課程修了

（’07）、博士（工学）

鬼頭 朋見　准教授
TOMOMI  KITO
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教員の紹介

Department of Business Design and Management

理工学術院　教授
設計工学やシステム工学の視点から、製品とそのライフ
サイクルを総合的に設計し運用していくための方法論や
計算機支援システムの研究に取り組んでいる。これまで多
くの企業と製品開発プロセスや生産システムの改善に向
けた共同研究を実施しており、現在は持続可能な開発目標

（SDGs）の達成に向けた産業政策立案のための国際共
同プロジェクトなどに参画している。
東京大学工学部精密機械工学科卒、同修士、博士課程修了

（’06）、博士（工学）

◎研究指導／ライフサイクルエンジニアリング研究
持続可能な社会にふさわしい製品やサービスを幅広く検討するとともに、
そのような新しい人工物を設計しライフサイクルを通じて運用していくた
めの方法論について研究する。サイバーフィジカルシステムに基づくライ
フサイクルマネジメント方法論、環境調和型製品設計のための CAD、シェ
アリングサービスのシミュレーションなど、デジタル技術を活用した次世
代型の設計生産システムの開発を目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
環境調和型生産システム

福重 真一　教授
SHINICHI  FUKUSHIGE

◎研究指導／品質マネジメント研究
品質が良いとは、「要求との合致」であり、製品、サービスはもちろん、デー
タ、文書等、人間の活動により得られる産物にはすべて品質の良し悪しが
考えられる。本研究では、これらの産物の品質を高めるために有効な技法、
概念の開発、改良を目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
経営品質マネジメント
品質マネジメントシステム　他

理工学術院　教授
学生時代からから現在まで、品質マネジメントの研究、教
育に従事。企業との共同研究も多数実践。99年からは、医
療の品質マネジメントにも取り組み始め、医療安全、医療
QMSについて、病院との共同研究を進めている。感性工学
にも取り組み、企業と新製品開発を実践している。専門は、
品質マネジメント全般。対外活動として、デミング賞審査員、
ISO9000シリーズ規格を作成するISO/TC176の日本代
表エキスパートなどを務めている。
東京大学工学部反応化学科卒業(’82)、同修士、博士課程
修了、工学博士(’87：東京大学)

棟近 雅彦　教授
MASAHIKO  MUNECHIKA

理工学術院　教授
通産省で基礎新素材対策室長等を勤め、素材や製品の開
発政策を推進してきた。また、海外においても、中国、欧州
に6年間勤務し、投資、技術移転に豊富な実践を有する国
際派。専門は、知財マネジメント、産学連携、技術移転。最近
は、中国・清華大学とのテレビ会議方式での共同講義など、
アジアの研究者・留学生と日本人学生の交流プロジェクト
にも注力している。
早稲田大学政治経済学部卒（’77）

◎研究指導／知財マネジメント研究
イノベーションの創造をナビゲートする国際的な人材の養成を目的として、
知的財産（特許、著作権等）、産学連携、国際産業協力をテーマとして研究
する。具体的には、特許、著作権、ビジネスモデル、ノウハウ等に関する
基礎的な考察を行い、ケーススタディを通じて、実践的な研究指導を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
グローバル経営と知財マネジメント
知財マネジメントの基礎　他

森　康晃　教授
YASUAKI  MORI

◎研究指導／ロジスティクスエンジニアリング研究
施設を有形／無形の物・サービスを含む生産の場（たとえば工場のみなら
ず、病院、オフィスなど）として広く捉え、その立地点選択・規模設定・レ
イアウト設計の概念および技法について解説する。また、サプライヤーか
ら生産、そして消費者に至る「物（サービス）」の流れ、即ち輸送・配送・
運搬システムの設計について、施設設計、SCM の事例を用い、現在の課題、
解決方法について研究を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
ロジスティクスの実務と情報システム
ファシリティプランニング　他

理工学術院　教授
企業における新工場設計・立地点選定プロジェクトや、生
産拠点における改善・設計プロジェクトに多数参画。実
務を通じて、モデル化、各種VRP（Vehicle Routing 
Problem: Location-VRP、Inventory-VRP）に対するア
ルゴリズムの開発、レイアウト技法の開発・研究に取り組む。
経済産業省のサービス生産性協議会メンバーとして、生産
性改善の活動も推進している。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒（’74）、同修士、博士
課程修了、工学博士（’85：早稲田大学）

吉本 一穗　教授
KAZUHO  YOSHIMOTO



◎研究指導／生産・サプライチェーンマネジメント研究
生産およびサプライチェーンマネジメントに関する研究を行う。「戦略レ
ベルの意思決定」としてロジスティクスネットワーク設計・施設レイアウ
ト設計、「戦術レベルの意思決定」として安全在庫配置・キャパシティ配分、

「実行レベルの意思決定」として配送計画・発注方策・スケジューリングを
対象とし、これらの問題に対して数理計画・最適化を中心に研究を行う。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
SCM のデザインと改革　他

三原 康司　教授  
KOJI MIHARA

理工学術院　教授
修士課程修了後、ソニー(株)に入社。20年間に亘りIT、PC
関連の企画管理、工場オペレーションなどに従事。その後、
インターネット端末とサービス開発企業を創業。経営・マー
ケティングコンサルタントとして、多くの新企画・新システ
ムを設計・施行。2012年から、大学教員として経営システ
ム工学分野の教育に携わる。専門は、サービスシステム設
計、企画・発想法。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒(’83)、同修士課程
修了(’85)、早稲田大学商学研究科博士後期課程満期退学、
博士(商学)(’11:早稲田大学)

◎研究指導／製品・サービスシステム研究
製品・サービスシステムは、Hardware、Software、Infrastructure で構
成され、顧客に提供するフロントステージと製品・サービスを設計・製造・
調達するバックステージから成る。そしてこれらに対して、総合的に高い
顧客価値を提供するトータル・サービス・システムを設計する必要がある。
本研究では、製品・サービスシステムに関して、機能中心のシステム設計
理論そして QFD、VE などの手法を活用し、トータルにサービス・クオリ
ティを高めるための理論・方法論やモデルの構築に関する研究を行う。 

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習、製品・サービス企画マネジメント
サプライチェーン・トータル・サービスシステム設計

枝川 義邦　教授
YOSHIKUNI  EDAGAWA

理工学術院　教授
脳の働きやその仕組みの理解を基盤として人間の思考や
行動を紐解き、実社会へ展開することを目指している。これ
までには、脳神経科学分野でのネットワーク解析、脳活動
計測、行動解析といった多層的なアプローチを行ってきた。
一方、経営学分野では、マーケティングや人材育成、組織開
発など、人間の活動が関わる分野への展開も図っている。
東京理科大学薬学部卒（’93）、東京大学大学院薬学系研
究科修士、同博士課程修了、博士（薬学）（’98：東京大学）、
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修了、経営学修士

（専門職）（’07：早稲田大学）、早稲田大学スーパーテクノ
ロジーオフィサー（STO）認定（’07）

◎研究指導／マーケティング・デザイン研究
マーケティングを顧客とのコミュニケーションと捉えて、効果的な情報伝
達のための方法とその効果についての研究を行う。ミクロからマクロまで
多層的なアプローチを実現するために、脳科学や生体計測、行動心理学、社
会システム等の領域横断的な視点でマーケティングのデザインを目指す。

◎担当授業科目
プロジェクト研究演習
マーケティング・デザイン
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大森 峻一　准教授  
SHUNICHI  OMORI

理工学術院　准教授
IE（Industrial Engineering）、OR（Operations Re-
search）の研究、それを活かした形の施設計画、ロジス
ティクス、サプライチェーンマネジメント、サービス工学の
研究に従事。企業における生産性改善プロジェクト、ロジス
ティクスネットワーク設計プロジェクト等に多数、また海外
の企業・大学との共同研究・国際交流プロジェクト運営に
も多数参画。
早稲田大学理工学部経営システム工学科卒（’07）、同修士

（’09）、博士課程修了、博士（工学）（’13：早稲田大学）

呉　思迪　講師  
SIDI  WU

◎担当授業科目
SCM のデザインと改革
プロジェクト研究演習 

理工学術院　講師
CPFR（Collaborative Planning Forecasting Re-
plenishment）のコンセプトに基づいた生産流通の協調
業務に関わる研究に従事。企業間の効果的なコラボレー
ション活動を実現するための情報共有、協調取引、共同計
画などのマネジメント方法の開発に取り組んでいる。
上海海洋大学情報学部卒（’06）、早稲田大学創造理工
学研究科修士（’12）、同博士課程修了、博士（経営工学）

（’19：早稲田大学）
 



今、企業が抱える課題解決のためには、従
来の枠（業務組織、企業、産業、地域）を
越える構想、行動が求められています。大
学院教育もこれに呼応する必要があり、当
専攻では、これらを具現化する内容、仕組
みが組み込まれています。例えば、

•	より高い、広い視野を持ってもらうため
に、多くの企業経営幹部との接触機会の
提供

•	「自ら考える」を中心としたチームベース
での演習

•	従来の専門分野の枠を越えた研究指導
体制  等

皆さんの今後のキャリア形成の、大きなス
テップになるはずです。
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池田 和明  KAZUAKI IKEDA

プロジェクト研究演習

石川 雅崇  MASATAKA ISHIKAWA

企業経営論
カスタマーリレーションシップマネジメント：CRM

荻田　健  TAKESHI OGITA

経営課題対応事例研究

小島 史夫  FUMIO KOJIMA

生産システム工学

村山　徹  TOHRU MURAYAMA

プロジェクト研究演習
技術系経営幹部講話

客員教授

兼担教員
社会科学総合学術院  教授

葛山 康典  YASUNORI KATSURAYAMA

ファイナンス・投資戦略論

非常勤講師
鹿島建設（株） 
エンジニアリング事業本部  次長

赤木 宏匡  HIROMASA AKAGI

ファシリティプランニング

（株）関通  システム開発部長

伊津見 一彦  KAZUHIKO IZUMI

ロジスティクスの実務と情報システム

（株）アジアントレードリンク  執行役員

小川 健秀  KENSHU OGAWA

グローバルSCMの基礎と実際
プロジェクト研究演習

城西国際大学、 同大学院  客員教授、
元 三井物産（株）  三井物産戦略研究所 
地域連携支援室長

神田 正美  MASAMI KANDA

プロジェクト研究演習

PLMアーキテクチャラボ  アーキテクト

菊間 裕二  YUJI KIKUMA

製品開発情報システム

（株）野村総合研究所  パートナー

近野　泰  YASUSHI KONNO

技術経営論、先端技術産業分析  他

元 （株）日立産業制御ソリューションズ
常務取締役

齋藤　哲  TETSU SAITO

BPRのための分析・評価法

立命館大学大学院 
テクノロジーマネジメント研究科  教授、

（有）バリューマネジメント研究所  取締役・所長

澤口　学  MANABU SAWAGUCHI

プロジェクト研究演習

教員の紹介

Department of Business Design and Management

2020 年 4 月 1 日現在

膳場 百合子　教授  
YURIKO  ZEMBA

理工学術院　教授
専門は社会心理学で、組織と組織構成員と外部社会の関
係について、心理学的な観点から研究している。具体的に
は、組織の不祥事に対する一般の人々の反応が文化によっ
てどのように異なるか、組織の信頼はいかにして回復され
るか、集団と個人の関係に関する認知が文化によってどの
ように異なるかなど、組織行動に関わるテーマを研究して
いる。
東京大学文学部社会心理学専修課程卒(’94)、東京大学
大学院人文社会系研究科修士、同博士課程修了、博士（社
会心理学）（’07：東京大学）

◎研究指導／組織行動マネジメント研究
組織の不祥事に対する一般の人々の反応を研究する。一般の人々の反応を
知ることは、社会に受け入れられる組織を設計していく上で重要である。具
体的な研究としては、不祥事に対する一般の人々の責任判断、組織に対す
る信頼回復、組織内外の視点の違いがもたらす認識の乖離などを扱う。

◎担当授業科目
組織行動マネジメント演習

後藤 正幸　教授
MASAYUKI  GOTO

◎研究指導／経営情報学研究
マーケティング分析や戦略分析など、経営活動の諸問題を対象とし、経営
情報学的な視点に基づく研究を扱う。経営の諸活動における情報技術の活
用、並びに、日々蓄積される膨大な情報を分析して経営活動に役立てる技
術、それらの情報分析技術を正しく活用する方法論についても研究対象と
する。

◎担当授業科目
経営情報分析技法

理工学術院　教授 （兼担：経営システム工学専攻）
情報数理と経営工学の基礎研究分野をベースとしつつ、東
京大学助手時代よりビジネスモデル分野の研究に携わる。
武蔵工業大学環境情報学部では、ITを活用した教育、マー
ケティング分析、環境ロジスティクスなどの研究活動に従
事。専門は、情報統計・情報数理、経営情報分析の基礎技術
をベースとした経営工学、情報工学分野の基礎と応用。最
近は、インターネット時代のマーケティング分析手法の開発
や様々なネットマーケティングモデルの評価にも取り組む。 
武蔵工業大学工学部経営工学科卒（’92）、同修士課程修了

（’94）、早稲田大学理工学研究科博士課程修了、博士（工
学）（’00：早稲田大学）

◎研究指導／ヒューマンファクターズマネジメント研究
人間中心設計過程に基づく製品開発、ワークシステム設計を扱う。具体的
には、人間工学および人間生活工学に基づく商品企画、製品設計、ヒュー
マンエラー防止、人的生産性向上等の方法論を研究する。

◎担当授業科目
利用品質設計

理工学術院　教授 （兼担：経営システム工学専攻）
金沢工業大学教授を経て、現職。日本人間工学会認定人間
工学専門家。専門は、人間生活工学。生活者を視座におい
た製品開発、生活設計、ワークシステム設計、ヒューマンエ
ラー防止のための技術開発に取り組む。家庭、産業、社会
などの人間の生活において、人が関わる人工システムの、
人間・生活適合化の開発方法論研究を行っている。
早稲田大学理工学部工業経営学科卒（’80）、同修士、博士
課程修了、博士（工学）（’91：早稲田大学）

小松原 明哲　教授
AKINORI  KOMATSUBARA

客員教授

村 山　徹

新更商事（有）  代表取締役社長

関　利隆  TOSHITAKA SEKI

ファシリティプランニング

（株）三越伊勢丹ホールディングス 
Executive Officer  

出口 幸之進  KONOSHIN DEGUCHI

ファイナンス・投資戦略論

（株）野村総合研究所 
上席コンサルタント

中川 隆之  TAKAYUKI NAKAGAWA

技術経営論、 
技術アライアンスマネジメント  他

高千穂大学  経営学部  助教

中山 景央  KAGEHISA NAKAYAMA

プロジェクト研究演習

株式会社リコー  リコー経済社会研究所 
顧問／主席研究員

則武 祐二  YUJI NORITAKE

環境調和型生産システム

（株）日本能率協会コンサルティング
シニアコンサルタント 参事  RD&E統括

細矢 泰弘  YOSHIHIRO HOSOYA

製品開発マネジメント概論

立命館アジア太平洋大学 
国際経営学部  非常勤講師、 
元（株）ブリヂストン執行役員

本橋 伊作  ISAKU MOTOHASHI

グローバル生産システム論

東海大学  政治経済学部  教授

八木 英一郎  EIICHIRO YAGI

経営計画分析技法
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修士課程

博士後期課程
原則として 3 学年以上在学。指導教員の行う研究指導を受けたうえ、博士論文の審査および試験に合格しなければなりません。 

□□平　日 ：	 午前 2 時限 （9:00～ 10:30、10:40～ 12:10）.
	 午後 3 時限 （13:00～ 14:30、14:45～ 16:15、16:30～ 18:00）.
	 夜間 2 時限 （18:15～ 19:45、20:00～ 21:30）

※社会人特別履修プログラムは、平日夜間と土曜日のみで修了可能です。 

□□土曜日：	午前 2 時限 （9:00～ 10:30、10:40～ 12:10）.
	 午後 3 時限 （13:00～ 14:30、14:45～ 16:15、16:30～ 18:00）.

履修プログラム 必要単位等

一般履修プログラム

社会人特別履修プログラム

2学年以上

1.5学年以上

一般履修プログラム 合計39単位（社会人特別履修プロ
グラム：36単位）を取得し、以下の要件を満たすこと。
◎演習科目21単位（同：18単位）
◎講義科目18単位
　ケース科目：２科目とも必修。
　理論科目　：各領域に設置されている必修科目は、
　　　　　　　５科目とも必修。
◎修士論文の審査に合格

修士学位取得のための
必要在籍期間

講義科目は１時限90分で、合計8時限をもって1単位とします。
※プロジェクト研究演習は、原則として土曜日午前または午後の2時限を用います。

(1) 5領域の中から主領域と副領域の少なくとも2領域を選んで、系統的に学習する。

(1) 5領域の中から主領域と副領域の少なくとも2領域を選んで、系統的に学習する。

◎一般履修プログラム（39単位） ◎社会人特別履修プログラム（36単位）
＜単位履修モデル＞

プロジェクト
研究演習科目

選択必修：6 必修：9

研究演習
科目

必修：3

経営デザイン
演習

プロジェクト
研究演習科目

選択必修：6 必修：12

研究演習
科目

必修：3

経営デザイン
演習学期　

第1

第2

第3

第4 ̶

研究指導
演習：3

研究指導
演習：3

研究指導
演習：3

修士論文

講話：1

事例：1

講話：1

事例：1

̶̶

̶̶

3

2

̶

̶

4

4

3

3

2

̶ 3

4

4

̶

ケース科目
必修：2 必修：5

理論科目（１）

選択：11

プロジェクト
研究演習：3

経営デザイン
演習：1

経営デザイン
演習：1

経営デザイン
演習：1

研究指導
演習：3

修士論文

研究指導
演習：3

研究指導
演習：3

研究指導
演習：3

経営デザイン
演習：1

経営デザイン
演習：1

経営デザイン
演習：1

プロジェクト
研究演習：3

プロジェクト
研究演習：3

プロジェクト
研究演習：3

̶̶

学期 

第1

第2

第3

講義科目    必修：7，選択：11
ケース科目

必修：2 必修：5
理論科目（１）

選択：11

講義科目    必修：7，選択：11

修
了
要
件
・
開
講
時
間

修了要件

開講時間
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2020 年度 早稲田大学 創造理工学研究科 経営デザイン専攻 入試日程

修士課程 博士後期課程

授与学位

主な入試制度

履修プログラム
および標準修業年限

修士（経営工学） 博士（経営工学）

一般履修プログラム：2年制 ̶

・一般入試（外国学生含む）
・技術経営リーダーAO入試
・特別選考入試（１）

・推薦入試

・一般入試（社会人含む）
・推薦入試

･ 特別選考入試
  社会人特別履修
　　　　プログラム生（２）

社会人特別履修プログラム
：1.5年制

◎履修プログラムと入試制度

◎募集人員および試験日程・試験科目

（1）特別選考入試は、社会人、奨学生等が対象となります。詳細な出願条件は入試要項にてご確認ください。
（2）実務経験５年以上を要します。詳細な出願条件は入試要項にてご確認ください。

（3）募集人員には、学内推薦・特別選考制度などによる人員も含まれています。
（4）出願書類の一部としてTOEICまたはTOEFL等の外部テストのスコアカードを提出する必要があります。

修士課程 一般入試 修士課程 社会人特別履修プログラム入試

募 集 人 員
出 願 期 間
筆 記 試 験
面 接 試 験
合 格 者 発 表

試 験 科 目 (4)

2020年９月入学 2021年4月入学

2020年6月2日～6月8日

2020年7月  4日

2020年7月  5日

2020年7月17日

専門筆記試験 及び 面接試験

若干名（3） 70名（3）

修士課程 技術経営リーダーAO入試

2021年4月入学 2021年9月入学

2020年12月7日～12月18日

2021年1月16日

2021年1月16日

2021年1月22日
  筆記試験（統計学・小論文）・

書類選考(4)  及び 面接試験

若干名（3） 若干名（3）

2020年12月7日～12月18日

̶

2021年1月16日

2021年1月22日

第2回入試
2021年4月入学

2020年5月1日～5月14日

̶
2020年6月  6日

2020年6月12日

第1回入試

書類選考(4) 及び 面接試験

若干名
2020年９月入学

若干名

（5）出願書類の一部としてTOEICまたはTOEFLスコアを提出する必要があります。

博士後期課程 一般入試

募 集 人 員
出 願 期 間
面 接 試 験
合 格 者 発 表
試 験 科 目

2020年9月入学

2020年5月1日～5月14日

2020年6月  6日

2020年6月12日

書類選考（5） 及び 面接試験

若干名

2021年4月入学

2020年12月7日～12月18日

2021年1月16日

2021年1月22日

若干名

※入学時の入学金・学費等は、入学手続の際に必要となります。
※正規課程で当学学部および大学院に入学金を納め在籍した者が入学する場合は、入学金が免除となります。この場合、入学時の学費等は上記の「合計（学内）」をご参照ください。
※学費等には、授業料、実験演習料、教育環境整備費、学生健康増進互助会費が含まれております。

※2020年9月入学者および2021年入学者の入学金・学費等は、入試要項やWebページなどでご確認ください。

入学時
◎一般履修プログラム
＜修士課程＞（ご参考　2020年４月入学者の場合）

一般履修
プログラム

社会人
特別履修

プログラム

博士後期
課程

入 学 金
学 費 等

合 計（ 学 内 ）
合 計（ 学 外 ）

1年後期 2年前期 2年後期
2 0 0 , 0 0 0 円
5 4 2 , 5 0 0 円
5 4 2 , 5 0 0 円
7 4 2 , 5 0 0 円

̶      
5 4 2 , 5 0 0 円

5 4 2 , 5 0 0 円

̶      
6 4 2 , 5 0 0 円

6 4 2 , 5 0 0 円

̶      
6 4 2 , 5 0 0 円

6 8 2 , 5 0 0 円（ ）4 0 , 0 0 0 円
うち 校友会費

6 4 2 , 5 0 0 円

入学時
入 学 金
学 費 等

合 計（ 学 内 ）
合 計（ 学 外 ）

1年後期 2年前期 2年後期 3年後期3年前期
2 0 0 , 0 0 0 円
4 1 5 , 0 0 0 円
4 1 5 , 0 0 0 円
6 1 5 , 0 0 0 円

̶      
4 1 5 , 0 0 0 円

4 1 5 , 0 0 0 円

̶      
5 1 5 , 0 0 0 円

5 1 5 , 0 0 0 円

̶      
5 1 5 , 0 0 0 円

5 1 5 , 0 0 0 円

̶      
5 1 5 , 0 0 0 円

5 1 5 , 0 0 0 円

̶      
5 1 5 , 0 0 0 円

5 1 5 , 0 0 0 円

入学時
入 学 金
学 費 等

合 計（ 学 内 ）
合 計（ 学 外 ）

1年後期 2年前期
2 0 0 , 0 0 0 円
8 0 7 , 0 0 0 円
8 0 7 , 0 0 0 円

1 , 0 0 7 , 0 0 0 円

̶      
8 0 7 , 0 0 0 円

8 0 7 , 0 0 0 円

̶      
9 5 7 , 0 0 0 円

9 5 7 , 0 0 0 円

＜博士後期課程＞（ご参考　2020年４月入学者の場合）

◎社会人特別履修プログラム

※入試情報の詳細は、下記の Web ページに掲載の入試要項にてご確認ください。
【経営デザイン専攻Webページ】（「経営デザイン専攻Webページ」→「入試概要」）  http://www.bdm.waseda.ac.jp/　
【理工学術院Webページ 入試情報 （修士課程・博士課程）】   https://www.waseda.jp/fsci/admissions_gs/

入
試
概
要

入試情報

入学金・学費等
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Olympic

戸山高校

新宿区立中央図書館

西早稲田
中学校 学習院女子大学

学習院
女子大学
図書館

保善高校入口

馬場口

地下鉄高田馬場駅

BIGBOX高田馬場

ピーコックストア

早稲田ゼミナール

新宿諏訪町郵便局

セブンイレブン

オレンジコートショッピングセンター

新宿コズミック
センター

西早稲田駅

都立障害者センター前バス停

諏訪通り

早稲田通り

JR山手線
西武新宿線
地下鉄東京メトロ副都心線
地下鉄東京メトロ東西線

◎アクセス
｢西早稲田駅」直結（東京メトロ副都心線）
｢高田馬場駅」徒歩 15 分（JR 山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線）
｢東新宿駅」徒歩 15 分（都営地下鉄大江戸線）
都営バス「都立障害者センター前」徒歩 3 分（池 86：池袋駅東口⇔渋谷駅東口、
早 77：新宿駅西口⇔早稲田、高 71：高田馬場駅前⇔九段下）

早稲田大学　経営デザイン専攻

早稲田大学大学院 創造理工学研究科

経営デザイン専攻
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